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第 1 5 回 新 潟 救 急 医 学 会

日 時 昭頼ミニ廿 ∴r巨It目 上

午後 2時- 趨略

会 場 オ--タラホテル新潟

- 般 演 題

且) …喜郎 -琵ジ- トベル トをこよる撃綱 ミ損傷

奥村 樽
勝鳥盈 政魔
高畑 ;L;1:
r首一練 孝衛

凍鍔貰3 隆夫

堰
政
政
和

II:I:∵
.[日.

息
.
息
E"..‥.‥.‥.‥.ⅣⅣ.‥.‥E.

内
漁
戚 潟中敷病院∋形終約

転霊ぎ軒数 祭 F肇

梱 願 を姦賢覧宗病院湧

シー｣､ベル トの義昭が激務-〆鯨㌢む≠)鉦 変通 熱投をごよる

死勝者が減少 しているよ巧をご恩凍頼 る銭 しか し 逆を､=/d-

トベル トをつけているため虹彩軌 な外傷が散施されノるよ

経験 Lたので鞄暫する｡

症例 息 志望才,な憾 甘運転を誤 り登校に潅窯き し,訪′棋 -

ンJで 鰐 5/6齢脱巨ヨ骨折 を認めた.牽引をこよる脱口軽綴

級,貌鰍 汚毒固定を行って経過良好である9

疹が)状態です レントケン止 虻3/増の脱臼骨折を認めた

当浩 脱m整復予約プ鍾官憲衛を行 うも麻輝の改善はみ㌃う

わず,鷺綴後 三毛ケ真実だ呼吸斬全のため死亡 L栗ニe

を認め牽引療法を施拍車である
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昭和6望隼鴇月謝 E3救命救急セソ祈 澗実設闘 机 ､り トタ

顔-式 年カ--が設置された

対象は緊急処置,継続的な監視,治療を必繁とする心

疾風 脳卒軌 頭部外傷等の惑璃恩者および鍔瀦餅鋸 聖

である

であ-言 や内訳は新隼児医療センター-紙 数命救急セン

傑脚韻で薮きる

出動地域は新潟蒋内臓回,その願 下越地区が太郎紗で

あ-｡泉ニu三新 曲中蒲原 8回チ新発田 曝豊栄 砂北蒲原霞画勺

出勤時間帯では をj勤常望約㌢軋 準夜滞護望担了で深夜常にも
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疾患別では低をj睦∵終薮児逢5例亨凝常成熟新教児且9例七

を漁琢故 3例などでありた

級をこ影響げっ太きい低酸素凄鼠 低体温を防ぐことが真裏来た

今後は災害発勤埠なしここにも威力を発揮夏姿蓬来るも郡と考え

るす

諾う救 急部をこお縛 る動機 治療 釣現状
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吉川 意次 (同 救急部)

新潟大学救急部は昭和55年に鞄屋 して以来, 7年にな

るゎこの間苧環5例の還症熱傷厳選U)全身管理を各絡 むこ

射 -を草Jいながら,各科の協力のもとに行ってきたや遥三

たるシ 亨jタ期の初期体液管照の お法は 誤aXもござ法と

例が 鰻登嵐笈も藍汀 法であ-つた.残 り望例はシ_言ノタ解脱期

に先憂 も〆黙二愚 者心でァ搾持輸液を施行 していた 音更喜｡S法

輸液総鼠鮒 かなくサソ 首}タ離脱襖U)離 鋒症の予防をこも

を離脱 Lえた しか しきソ 7日 ノ汐離脱期をこ入室 した望例

は不孝な転帰を取 /ている 熱傷妄こおいては初期体液管
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高齢 者の臨床麻 酔

衷戻都老人医療センタ--麻酔薬ご凄

巨上 目早 畑 十十十

高齢~霞では各臓器の予備力が少な く,自律神経機能が)

低下によを/鰻 R体の補正能力も弱まっている そこで郡 賢

者ではストレスである程度の刺激が高齢者でば致命的と

なる事が鋸 ､ この様な高齢者に対する麻酔は術前状態


